
公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
き

　

実
質
賃
金
も
６
月
に
よ
う
や
く

プ
ラ
ス
に
転
換
し
、
デ
フ
レ
脱
却

後
の
成
長
へ
の
道
筋
が
見
え
始
め

て
き
ま
し
た
。
市
場
は
「
金
利
の

あ
る
」
状
態
に
回
帰
、
物
価
上
昇

も
続
い
て
お
り
賃
料
相
場
で
も
押

し
上
げ
圧
力
が
強
ま
る
な
ど
の
好

影
響
が
出
る
と
予
測
で
き
ま
す
。

た
だ
人
口
減
少
、
環
境
問
題
、
押

し
寄
せ
る
技
術
革
新
の
波
な
ど
、

賃
貸
住
宅
経
営
環
境
が
激
変
の
中

に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
う
対
処
し
て
行
く
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で

は
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

や
建
物
の
省
エ
ネ
表
示
制
度
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
法

（
液
化
石
油
ガ
ス
法
）
な
ど
改
正

法
制
度
へ
の
対
応
、
相
続
対
策
、

ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ
ル
Ｑ
＆
Ａ
な

ど
賃
貸
経
営
上
必
須
で
気
に
な
る

情
報
を
提
供
し
、「
勝
ち
組
オ
ー

ナ
ー
」
へ
背
中
を
押
し
ま
す
。

内
容
も
各
会
場
充
実

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
６
府
県

支
部
で
も
10
月
12
日
か
ら
12
月
６

日
に
か
け
相
次
ぎ
開
催
（
上
図
参

照
）。
各
支
部
独
自
の
講
演
や
相

談
会
、
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
目
白
押

し
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
空
気

感
や
熱
気
を
直
に
感
じ
て
、「
勝

ち
組
」
へ
の
道
程
を
拓
い
て
く
だ

さ
い
。（
詳
細
の

確
認
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。
関
連
記

事
３
、
６
面
に
）

弁
済
限
度
額
５
千
万
円
に

「
預
り
金
保
証
」大
幅
拡
充

メ
リ
ッ
ト
一
気
に
ア
ッ
プ

　

管
理
会
社
に
倒
産
な
ど
万
一

の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
家

賃
な
ど
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
「
預

り
金
」
を
日
本
賃
貸
住
宅
管
理

協
会
（
塩
見
紀
昭
会
長
）
が
一

定
額
保
証
弁
済
す
る
唯
一
の
賃

貸
住
宅
管
理
会
社
向
け
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
険
「
日
管
協
預

り
金
保
証
制
度
」
に
つ
い
て
日

管
協
は
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
０

万
円
だ
っ
た
最
大
保
証
限
度
額

を
、
制
度
加
入
会
社
の
業
績
な

ど
信
用
状
況
と
加
入
年
数
に
応

じ
て
５
０
０
０
万
円
へ
大
幅
に

引
き
上
げ
る
制
度
拡
充
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ

て
健
全
経
営
を
行
っ
て
い
る
加

入
社
へ
の
保
険
機
能
が
格
段
に

ア
ッ
プ
し
、
加
入
メ
リ
ッ
ト
が

一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
管
理
業
法
で
オ
ー

ナ
ー
預
り
金
の
分
別
管
理
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
万
一
の

際
に
備
え
た
保
証
が
拡
充
す
る

の
は
オ
ー
ナ
ー
の
安
心
感
を
高

め
管
理
会
社
へ
の
満
足
度
引
き

上
げ
に
も
な
る
一
方
、
保
証
制

度
加
入
社
は
厳
し
い
審
査
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
連
続
加
入
す
る
ご
と
に
信
用

格
付
け
が
上
が
り
社
会
的
地
位

の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
拡
充
で
は
①
加

入
年
数
（
連
続
加
入
）
の
長
さ

②
良
好
な
審
査
結
果
③
業
法
上

の
登
録
会
社
で
あ
る
こ
と
を
条

件
に
保
証
弁
済
限
度
額
を
、
連

続
加
入
11
年
以
上
で
３
０
０
０

万
円
、
同
21
年
以
上
で
５
０
０

０
万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

連
続
加
入
10
年
以
下
や
同
11
年

以
上
で
も
審
査
結
果
が
悪
け
れ

ば
１
０
０
０
万
円
に
と
ど
め
る

措
置
も
講
じ
て
い
ま
す
。

　

毎
秋
恒
例
の
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
主
催
「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」。
オ
ー
ナ
ー
・
入
居
者
・
賃
貸
管
理
会
社
か
ら
自
治
体
ま
で
賃
貸
管
理

に
関
連
す
る
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
役
立
つ
通
称
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
今
年
も
９
月
17
日
～
12
月
６
日
の
約
２
カ
月
半
に
わ
た
り

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省
「
住
生
活
月
間
」
の
協
賛
行
事
で
す
。「
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」（
賃
貸

住
宅
管
理
業
法
）
の
本
格
施
行
か
ら
早
や
３
年
。
賃
貸
管
理
業
が
主
要
産
業
の
１
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
、
業
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
産
業
と
し
て
の

管
理
業
」
を
さ
ら
に
深
掘
り
し
発
展
さ
せ
る
時
代
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
賃
貸
住
宅
経
営
を
取
り
巻
く
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
提
示

・
解
説
し
オ
ー
ナ
ー
業
と
管
理
業
の
革
新
へ
の
道
を
示
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
ズ
バ
リ
「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
勝
ち
組
家
主
に
な
ろ
う
」

●
今
秋
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
変
革
の
道
を
拓
く  

●
施
行
３
年“
業
法
の
深
掘
り
”さ
ら
に

日管協「住環境向上セミナー」各地で開催
時代の変化に対応し「勝ち組家主になろう」

（※

写
真
は
昨
年
の
各
セ
ミ
ナ
ー
会
場
）

近畿６府県支部は10月12日～12月６日に (本部フォーラムは11月12日)
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11月2日

14:00～16:30
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昨
年
６
月
か
ら
今
年
３
月
に

か
け
て
行
わ
れ
た
全
国
一
斉
立

入
検
査
の
結
果
が
５
月
に
公
表

さ
れ
ま
し
た
。淺
田
さ
ん
は「
立

入
検
査
で
行
っ
た
是
正
指
導
は

①
管
理
受
託
契
約
の
締
結
時
の

書
面
交
付
②
帳
簿
の
備
え
付
け

③
重
要
事
項
説
明
④
定
期
報
告

―
―
な
ど
の
義
務
違
反
が
多
く

法
定
記
載
事
項
の
不
備
が
あ
っ

た
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。
サ

ブ
リ
ー
ス
書
類
の
閲
覧
義
務
や

賃
貸
住
宅
管
理
業
者
従
業
者
証

明
書
の
携
帯
等
義
務
で
は
未
作

成
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」

と
結
果
報
告
。「
管
理
業
者
の

皆
様
に
は
今
一
度
確
認
い
た
だ

き
、『
う
っ
か
り
ミ
ス
』『
も
っ

た
い
な
い
不
備
』
な
ど
が
な
い

よ
う
心
掛
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
、
業
法
の
一
層
の
周
知

徹
底
と
法
令
遵
守
へ
の
目
配
せ

の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め
て
触

れ
ま
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
管
理
業
を
と
り
ま

く
法
令
等
に
つ
い
て
も
、
4
月

以
降
、
相
次
ぎ
制

度
改
正
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。「
４

月
１
日
施
行
の
障

害
者
差
別
解
消
法

一
部
改
正
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
上

の
小
売
業
者
に
該

当
す
る
か
の
確
認

と
そ
の
場
合
の
義
務
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
利
用
の
商
習
慣
是
正
に
向
け

た
制
度
見
直
し
の
３
点
で
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
ご
対
応
も
お

願
い
し
て
い
ま
す
」

　

契
約
相
手
方
に
障
害
者
が
含

ま
れ
る
こ
と
を
理
由
に
管
理
業

務
受
託
や
特
定
賃
貸
借
契
約
締

結
を
拒
否
す
る
な
ど
の
『
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
』
で
障
害
者

の
権
利
利
益
を
侵
害
し
て
は
な

ら
な
い
旨
と
、
ゆ
っ
く
り
話
し

た
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｔ

機
器
活
用
な
ど
『
合
理
的
配
慮

の
提
供
』
を
義
務
付
け
る
の
が

障
害
者
差
別
解
消
法
一
部
改
正

で
、
淺
田
さ
ん
は
「
現
状
で
も

十
分
対
応
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
ル
ー
ル
化
さ
れ
た
こ

と
を
念
頭
に
一
層
の
配
慮
」
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

賃
貸
物
件
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

の
処
分
時
に
同
法
上
の
『
小
売

業
者
』
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券

（
グ
リ
ー
ン
券
）
を
用
い
て
処

分
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
『
小
売
業

者
』
に
賃
貸
管
理
業
者
が
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
家
電

量
販
店
や
販
社
な
ど
か
ら
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
を
調
達
し
オ
ー
ナ

ー
に
代
金
請
求
（
オ
ー
ナ
ー
に

最
終
的
に
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
を

販
売
）
し
て
い
れ
ば
『
小
売
業

者
』
と
み
な
さ
れ
、
①
消
費
者

・
事
業
者
な
ど
か
ら
の
引
取
②

製
造
業
者
な
ど
へ
の
引
渡
③
リ

サ
イ
ク
ル
料
を
含
む
収
集
運
搬

料
金
の
公
表
・
応
答
④
管
理
票

（
リ
サ
イ
ク
ル
券
）
の
交
付
・

管
理
・
保
管
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
が

オ
ー
ナ
ー
に
ガ
ス
器
具
な
ど
を

無
償
提
供
、
そ
の
費
用
を
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
料
金
に
上
乗
せ
す
る
な
ど

の
消
費
者
利
益
に
反
す
る
商
習

慣
解
消
の
た
め
国
は
、
液
化
石

油
ガ
ス
法
施
行
規
則
を
改
正
、

７
月
２
日
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

者
に
よ
る
『
過
大
な
営
業
行
為

の
制
限
』
や
『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金

等
の
情
報
提
供
』
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
化
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
商
習

慣
是
正
に
よ
る
消
費
者
保
護
推

進
の
観
点
か
ら
も
淺
田
さ
ん
は

管
理
業
者
に
対
応
を
呼
び
掛
け

て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
重
ね
る
こ
と
で
「
良
好
な
居

住
環
境
の
確
保
と
業
界
の
健
全

な
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
し
、
そ
の
た
め
に
も
色
々
な

ご
案
内
を
で
き
れ
ば
」
と
先
を

見
据
え
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
の
淺
田
登
不
動
産
業
適
正
化

推
進
官
が
４
月
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
淺
田
推
進
官
は
賃
貸
住

宅
管
理
業
法
に
基
づ
く
「
賃
貸

住
宅
管
理
業
者
等
へ
の
全
国
一

斉
立
入
検
査
」
の
結
果
や
、
改

正
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

く
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
適
正
処

分
と
い
っ
た
関
連
法
整
備
も
踏

ま
え
て
、
法
令
遵
守
の
徹
底
や

制
度
対
応
を
求
め
た
の
を
は
じ

め
、
ユ
ー
ザ
ー
・
オ
ー
ナ
ー
双

方
の
良
好
な
市
場
環
境
の
整
備

・
確
保
と
そ
れ
ら
に
よ
る
賃
貸

管
理
業
の
健
全
な
発
展
へ
、
一

翼
を
担
う
日
管
協
と
会
員
の
健

全
化
に
引
き
続
き
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

この人に聞く
淺田 登

国土交通省近畿地方
整備局建政部

不動産業適正化推進官

業
界
健
全
発
展
へ
日
管
協
へ
の
期
待
さ
ら
に

法
令
遵
守
へ｢

い
ま
一
度
確
認
を｣

　いつかはワールド
創始者で祖父の木口
衞が創業した会社を
私が受け継ぐことを
考えていたので、管
理会社に就職、経験
を積み重ね、２年前
に家業を継ぎまし
た。
　日管協への入会の

きっかけは、これまで在籍してい
た会社も日管協会員で、各種活動
に参加していたこともあって（日
管協の活動を）よく理解していた
ことです。後継者として会社を継
続させていくためには、常に新し
いことを積極的に取り込んでいく
ことが必要です。当社も設立して
２年が経ち宅地建物取引業免許を
取得したうえで、活動の情報源と
して日管協を選びました。自社物
件の管理が主な事業です。今後は
新規の管理受託獲得に向けて取り
組んでいきたい。

　私自身一人で業務を行うことが
多く、日管協には日々の管理業務
に役立つマニュアル提供や研修
会、会員交流会の開催をお願いし
ます。
　大切にしているのが「継続は力
なり」。高校・大学時代を通じて
空手部に在籍し、当時の師範から
「強くなるため（の秘訣として）
地道に稽古を続けることだ」と教
わり、仕事においても、それを信
じ実践しています。日々の経験の
蓄積が自分の力となる。それによ
って相手（オーナーや入居者）を
喜ばすこと＝信
頼につながり、
長いお付き合い
になっていくと
考えています。
これからも相手
を笑顔にする努
力を惜しみませ
ん。

｢継続は力なり｣実践
日々の研さん怠らず

　兵庫県支部の正会員として入会したテラ。兵庫県神戸市や芦屋市地
域を商圏エリアとして２年前に家業の賃貸管理会社を引き継ぎ、代表
取締役に就任したのが五嶋祐介さんです。「信頼」を大切にしながら
の仕事のこだわりや今後の展望について話を伺いました。

テ　ラ
五嶋祐介代表取締役

テ　ラ
五嶋祐介

代表取締役

自社保有物件

　「労働者のレイバ
ーは働くこと。地を
意味するランドはい
つの時代も全社の努
力で乗り切る働き甲
斐のある職場」。こ
の２つを併せて社名
にしたという齋藤さ
んは「各種の研究会
で最新情報や成功事

例を共有し、会員間交流会で人的
ネットワークの構築とビジネスパ
ーソンとしての知見が広がり、社
員のスキルアップにつながる」点
を期待して日管協に入会したとい
います。
　同社統一ブランド「プライベー
トレジデンス」を軸にした宿泊施
設や賃貸物件の運営管理が中心事
業で、「創業 30 年で培ったノウハ
ウを生かして、現状に満足するこ
となく時代の変化に対応した新商
品やサービスを提供、商品価値を
高め、新しい需要・収益を高めて

いくことにつなげています」と貪
欲です。
　収益不動産ではオーナーニーズ
に応じて「市場調査から企画・設
計・管理までオールインワン」で
対応。「オーナーにも儲けてほし
い」思いをもって事業プランを打
ち出すことで「オーナーとの信頼
関係が築かれ、紹介案件も多い事
業スタイル」です。
　「自分を取り巻く人々を幸せに
するためには、社員の心も成長す
るよう常日頃から心がけている」
　社員がまずは幸せにならなけれ
ばならないとの信念ありからで、
そのためにも「一番大事なことは
親と家族への
感謝の心。そ
れがお客様に
対して良い仕
事ができる原
動力につなが
るのだと思い
ます」

働き甲斐と幸せを追求
創業30年の蓄積を次へ

　京都府支部の正会員として入会したレイバーランド。京都市内を商圏エリ
アに賃貸、売買、収益不動産、宿泊施設など不動産サービスをトータルで提
供しています。同社の齋藤勉社長は不動産を通じ「どうすればお客様とその
家族の幸せに貢献できるかを第一に考え提案すること」が大切だと語ります。

レイバーランド
齋藤勉代表取締役

レイバーランド
齋藤勉

代表取締役

京古民家土蔵風の
レイバーランド社屋
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総
会
で
太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
は

「
来
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
、

そ
れ
以
降
に
向
け
て
関
西
は
変

化
し
て
い
る
。
日
管
協
近
畿
も

全
国
に
発
信
で
き
る
ブ
ロ
ッ
ク

へ
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と
し

て
参
加
し
た
国
土
交
通
省
の
淺

田
登
不
動
産
業
適
正
化
推
進
官

は
、「
業
法
の
実
効
性
を
保
つ

た
め
に
も
こ
う
し
た
意
見
交
換

の
場
は
重
要
」
だ
と
官
民
連
携

へ
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

台
湾
被
災
地
に
義
援
金

「
日
台
交
流
」活
発
展
開

　

日
管
協
は
、
４
月
３
日
に
発

生
し
た
台
湾
地
震
の
義
援
金
と

し
て
台
湾
政
府
に
１
０
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
７
月
10

日
に
台
北
市
内
で
贈
呈
式
・
晩

餐
会
が
行
わ
れ
、
長
田
修
日
管

協
副
会
長
が
台
湾
震
災
基
金
会

執
行
長
の
呉
欣
隆
氏
に
目
録
を

贈
呈
。
長
田
副
会
長
は
「
被
災

し
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
。
当
協
会
は
こ
れ

ま
で
台
湾
の
不
動
産
業
界
と
交

流
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
縁
で

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

義
援
金
が
復
興
に
有
意
義
に
使

わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

日
管
協
か
ら
長
田
副
会
長
と

太
田
卓
利
副
会
長
が
出
席
。
台

湾
側
は
台
北
市
賃
貸
住
宅
サ
ー

ビ
ス
商
業
同
業
公
会
理
事
長
の

陳
柏
勳
、
国
土
政
策
局
長
の
王

成
機
、
台
北
市
都
市
整
備
局
長

の
陳
信
良
、
台
湾
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
理
事
長
の
花
敬
群
の
各
氏
ら

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
『
日
管
協
使

節
団
』
は
、
台
湾
最
大
の
不
動

産
管
理
会
社
の
兆
基
と
台
北
市

の
業
界
団
体
・
台
北
市
賃
貸
住

宅
サ
ー
ビ
ス
商
業
同
業
公
会
を

訪
問
し
、
賃
貸
住
宅
市
場
や
法

制
度
等
に
関
し
て
情
報
交
換
。

日
管
協
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
台
湾

語
版
の
贈
呈
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

主
任
者
制
度
な
ど
日
管
協
事
業

を
説
明
す
る
な
ど
〝
日
台
不
動

産
交
流
〟
も
活
発
で
し
た
。

会
員
純
増
25
社
を
達
成

大
阪
府
支
部
総
会

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
大

阪
府
支
部
（
影
山
真
由
美
支
部

長
）
は
５
月
30
日
、
大
阪
市
内

の
ホ
テ
ル
で
新
年
度
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
正
会
員
・
特
別
会
員
合

わ
せ
て
純
増
17
社
と
し
た
23
年

度
内
会
員
拡
大
目
標
に
対
し
て

８
社
上
回
る
純
増
25
社
を
達

成
、
会
員
拡
大
が
順
調
だ
っ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
年
度
は
さ
ら
に
19
社
上
積

み
す
る
一
方
、
一
層
の
会
員
満

足
度
・
管
理
品
質
の
向
上
を
目

指
す
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。
各
委
員
会

も
す
で
に
活
動
に
動
き
出
し
て

お
り
、レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会（
森

山
恭
子
委
員
長
）
が
７
月
23
日

に
東
京
で
行
わ
れ
た
「
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京
」

で
大
阪
府
支
部
の
活
動
を
報
告

し
た
ほ
か
、
８
月
１
日
に
は
徳

島
市
の
不
動
産
賃
貸
管
理
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
会
社
、
シ
テ
ィ
・
ハ

ウ
ジ
ン
グ
へ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

を
実
施
し
ま
し
た
。
影
山
支
部

長
は
会
員
交
流
が
「
自
社
新
規

事
業
に
も
結
び
付
い
た
。
日
管

協
が
役
立
つ
協
会
だ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　

支
部
幹
事
を
退
任
す
る
山
本

肇
（
関
西
建
設
社
長
）、
伊
藤

慧
（
リ
ク
ル
ー
ト
賃
貸
営
業
推

進
部
長
）、
松
本
時
康
（
フ
ジ

ヤ
マ
社
長
）
３
氏
へ
の
感
謝
状

・
記
念
品
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
山
本
さ
ん
は
「
影
山
さ
ん

が
実
力
を
発
揮
さ
れ
支
部
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

尊
敬
す
る
と
と
も
一
層
の
発
展

を
願
っ
て
ま
す
」
と
返
答
し
ま

し
た
。業

界
の
健
全
発
展
と

基
盤
の
増
強
へ
気
炎

　
塩
見
会
長
が
本
部
総
会
で

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
が

６
月
11
日
に
都
内
の
明
治
記
念

館
で
開
催
し
た
総
会
に
全
国
か

ら
３
８
０
社
８
５
０
人
超
も
の

会
員
が
集
ま
り
、
総
会
後
の
懇

親
交
流
会
も
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
24
年
度
の

重
点
事
業
テ
ー
マ
を
と
し
て
、

①
３
０
０
０
社
を
目
標
と
し
た

会
員
拡
充
②
賃
貸
住
宅
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
主
任
者
認
定
制
度
の
普

及
と
推
進
③
管
理
業
関
連
法
令

対
応
や
業
務
上
で
の
会
員
サ
ポ

ー
ト
④
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
」

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
⑤
人
材
確

保
―
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

日
管
協
の
塩
見
紀
昭
会
長
は

「
昨
年
度
は
２
７
９
社
が
入
会

し
総
会
員
数
（
３
月
末
時
点
）

は
２
５
０
１
社
」
と
報
告
、
目

標
の
３
０
０
０
社
ま
で
「
も
う

ひ
と
押
し
」
と
基
盤
拡
充
へ
ス

パ
ー
ト
態
勢
に
あ
る
こ
と
を
示

す
一
方
、
賃
貸
住
宅
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
主
任
者
認
定
制
度
に
つ
い

て
６
月
10
日
時
点
で
「
当
初
目

標
の
１
０
０
０
人
を
大
幅
に
上

回
る
２
万
人
超
の
受
験
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。
来
年
度
ま
で
に

３
万
人
を
目
指
し
た
い
」
と
続

け
「
協
力
団
体
と
連
携
し
業
界

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

気
炎
を
上
げ
ま
し
た
。

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
ブルといった管理の悩み、気になる・
知りたい「あの情報」「この情報」、行
政の最新動向などを会員限定で毎週金
曜日にメルマガ配信！　例えば…☆ク
レーム・トラブルの早期解決に向けた
見解と対策をご紹介からひとコマ。「生
活音が気になる」「ゴミの分別が守ら
れない」「無断駐車がある」など、管
理会社からの相談事例を顧問弁護士や
相談員が解説し、その見解と対策など
を盛り込んだ「業務リスク研究シリー
ズ」。☆行政動向・法改正など知りた
い情報をいち早くお届け！　不動産に
関わる最新の法改正や、行政の施策、
統計調査に関する情報はもちろん、管
理業を営む上で欠かせない重要な情報
をまとめ、迅速に配信します。（日管
協会員以外の一般の方も限定配信分を
登録・無料購読可）
■会員向け日管協メルマガ登録手順

①日管協公式ホームページ
　https://www.jpm.jp/
か右記ＱＲコードで仮登録
②仮登録後、入力アドレス
に本登録用のメールが届くので、メー
ルに記載のＵＲＬをクリック（タッ
プ）、本登録を完了！
※�全社員一括登録サービスもあります。

日管協ＨＰ「お問い合わせ」から連絡。
　https://www.jpm.jp/contact/

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
太
田
卓
利
ブ
ロ
ッ

ク
長
）
は
６
月
18
日
に
開
催
し
た
幹
事
総
会
・
研
修
会
で
、
会
員

増
強
と
満
足
度
引
き
上
げ
に
よ
る
活
動
基
盤
拡
充
を
推
進
し
、
全

国
で
存
在
感
を
発
揮
で
き
る
強
固
な
ブ
ロ
ッ
ク
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

全
国
発
信
で
き
る
ブ
ロ
ッ
ク
に

近畿ブロック総会の模様

日
管
協
近
畿
が
幹
事
総
会
で
方
針

日管協は訪台し、台湾地震の 
義援金1000万円を寄附

　

日
管
協
大
阪
府
支
部
（
影
山

真
由
美
支
部
長
）
は
今
年
の
住

環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
（
通
称
オ

ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）
を
、
大
阪

・
南
港
の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

で
12
月
５
、
６
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
実
施
し
ま
す
。
日
管
協

な
ど
が
後
援
し
、
全
国
賃
貸
住

宅
新
聞
社
が
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
で
開
催
す
る
最
大
級
の
「
賃

貸
住
宅
フ
ェ
ア
２
０
２
４
ｉ
ｎ

大
阪
」
に
参
加
、
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
会
場
と
し
て
出
展
し
、

オ
ー
ナ
ー
と
業
界
に
向
け
て
大

々
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
初
日
に
業
者
向

け
・
オ
ー
ナ
ー
向
け
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
「
漂
流
す
る
管
理
会
社
」

（
仮
称
）
と
題
し
て
日
管
協
会

員
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
入

会
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。
２
日

目
も
セ
ミ
ナ
ー
２
本
を
予
定
。

う
ち
１
本
は
国
際
カ
ラ
ー
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
協
会
代
表
理

事
で
１
級
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
二
宮
恵
理
子
さ
ん
を

招
い
て
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ

ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を
予
定
。
部
屋

の
色
使
い
を
通
し
て
入
居
者
が

オ
ー
ナ
ー
に
好
印
象
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
に
な
る

予
定
で
、
色
を
使
っ
た
物
件
バ

リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
で
信
頼
を
厚
く

す
る
、
ま
さ
に
「
勝
ち
組
大
家

さ
ん
」
へ
の
道
筋
の
１
つ
を
示

し
ま
す
。
大
阪
府
支
部
組
織
広

報
委
員
会
、
企
画
研
修
・
業
務

委
員
会
、
レ
デ
ィ
ー
ス
委
員
会

が
そ
れ
ぞ
れ
を
主
管
。
支
部
の

総
力
を
あ
げ
て
の
セ
ミ
ナ
ー
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」
は
８

月
６
、
７
日
に
東
京
・
有
明
の

「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」
で
も

開
催
さ
れ
、
日
管
協
も
出
展
、

大
き
な
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

大
阪
府
支
部
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
は
そ
の
関
西
版
と
な
り
ま

す
。（
写
真
は
８
月
の
賃
貸
住

宅
フ
ェ
ア
・
日
管
協
ブ
ー
ス
。

大
阪
府
支
部
は
12
月
の
フ
ェ
ア

に
出
展
す
る
）

「賃貸住宅フェアin東京」の
日管協ブース（８月６日）

12
月
５
～
６
日 

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

大
阪
府
支
部
、｢

勝
ち
組
家
主｣

へ
総
力
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家
賃
保
証
の

クク
レレ
デデ
ンン
スス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外外国国人人専専用用

保保証証ププラランン

販販売売開開始始！！



　

総
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
今

後
の
支
部
活
動
に
挑
戦
す
る
意

気
込
み
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

最
初
に
櫻
井
啓
孝
相
談
役
が
日

管
協
本
部
で
の
総
会
の
経
緯
を

説
明
。
Ａ
Ｉ
時
代
に
即
し
た
新

し
い
管
理
業
へ
の
徹
底
を
伝
え

ま
し
た
。
本
部
の
総
会
へ
は
京

都
府
支
部
の
幹
部
も
出
席
、
新

管
理
業
活
動
へ
多
く
の
ヒ
ン
ト

を
得
ま
し
た
。

　

久
保
新
事
務
局
長
が
リ
ー
ド

し
て
新
し
い
事
業
計
画
を
述

べ
、
2
期
目
突
入
の
安
田
栄
慈

支
部
長
は
経
験
を
活
か
し
〝
安

田
色
〟
を
出
し
な
が
ら
支
部
を

主
導
し
て
い
き
た
い
と
会
員
の

協
力
を
求
め
ま
し
た
。
す
で
に

支
部
発
展
へ
人
事
を
活
か
し
た

部
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お

り
、
成
果
が
楽
し
み
な
2
期
目

で
す
。

新
し
い
研
修
会
の
カ
タ
チ

　

副
支
部
長
で
研
修
部
会
担
当

の
松
岡
英
樹
氏
は
日
管
協
総
会

に
も
出
席
。
ト
ッ
プ
が
集
ま
る

本
部
総
会
で
日
管
協
の
人
材
の

多
彩
さ
を
知
り
、
直
接
人
に
会

う
機
会
は
貴
重
だ
と
報
告
。
京

都
府
支
部
の
発
展
、
充
実
へ
研

修
な
ど
の
内
容
を
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
た
い
な
ど
と
発
言
。

定
例
会
に
研
修
を
加
え
る
な
ど

具
体
的
な
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
配
ら
れ
た
「
活
動
方

針
」
に
よ
る
と
秋
か
ら
年
末
、

令
和
７
年
３
月
末
に
か
け
て
公

益
事
業
、
一
般
活
動
な
ど
が
幅

広
く
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
中

心
は
今
秋
の
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ

ナ
ー
」
の
開
催
。
毎
年
、
支
部

の
特
徴
を
活
か
し
た
演
出
で
市

民
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
公
、
一
般
向
け
と

幅
広
の
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
活
動
目
標
が
あ
る

が
究
極
は
「
会
員
拡
大
」
が
第

一
と
さ
れ
、
日
々
の
活
動
が
伝

わ
り
入
会
へ
通
じ
る
こ
と
が
一

致
し
た
思
い
で
す
。（
活
動
の

細
部
は
別
項
参
照
）

数
は
力
な
り
、入
会
促
進
へ

　

京
都
府
支
部
は
活
動
方
針
の

中
で
も
特
に
力
を
入
れ
る
の
は

会
員
拡
大
で
す
。
会
員
総
会
で

発
表
さ
れ
た
全
国
の
会
員
総
数

は
２
５
０
１
社
。
ま
ず
は
３
千

社
を
目
指
す
方
針
が
発
表
さ
れ

た
が
京
都
府
支
部
も
こ
の
想
定

に
沿
っ
て
会
員
増
は
支
部
一
致

し
て
の
方
向
性
で
す
。
定
例
会

な
ど
で
入
会
へ
の
具
体
策
が
発

表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一

と
し
て
未
入
会
者
が
気
軽
に
定

例
会
な
ど
に
出
席
で
き
る
よ
う

各
種
の
Ｐ
Ｒ
づ
く
り
を
す
る
な

ど
積
極
策
が
出
て
い
ま
す
。
即

実
行
の
気
配
で
少
な
く
と
も
次

年
度
も
加
え
10
社
以
上
の
入
会

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
Ｚ
世
代

へ
の
対
応
な
ど
流
動
す
る
社
会

の
中
で
通
用
す
る
組
織
づ
く
り

へ
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
が

正
念
場
の
気
配
で
す
。
新
時
代

へ
の
対
応
と
具
体
的
対
策
と
実

践
。
京
都
府
支
部
は
積
極
果
敢

で
す
。

　

東
京
で
行
わ
れ
た
会
員
総
会
の
す
ぐ
後
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
京
都
府
支
部
の
総
会
。会
場
は「
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都
」。
新
事
務
局
長
に
就
任
し

た
久
保
勝
哉
氏
の
リ
ー
ド
で
順
調
に
進
捗
。
新
年

度
の
役
員
、
幹
事
が
「
上
昇
の
京
都
府
支
部
」
を

約
束
し
て
壇
上
か
ら
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

壇
上
に
並
ん
だ
の
は
「
今
年

も
や
り
ま
す
」
と
意
欲
あ
る
表

情
の
面
々
。
入
居
者
も
多
様
化

し
進
出
す
る
Ｚ
世
代
へ
の
対

応
、
変
化
す
る
環
境
で
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
組
織

が
望
ま
れ
ま
す
。
京
都
府
支
部

は
万
全
の
部
会
組
織
で
対
応
。

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
頻
繁

に
実
施
。
そ
の
間
、
行
政
と
の

連
携
も
密
に
し
、
共
同
会
議
な

ど
実
施
。
一
方
で
行
政
と
協
力

に
よ
る
市
営
住
宅
の
住
宅
改
修

と
再
生
提
供
。
ま
た
、
京
都
市

と
連
携
し
て
の
「
住
ま
い
の
相

談
」
も
継
続
す
る
な
ど
活
動
範

囲
は
広
い
。

　

ま
た
、
他
企
業
か
ら
知
る
・

教
え
ら
れ
る
機
会
と
し
て
「
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
」
も
継
続
。
こ
の

よ
う
に
支
部
会
員
が
管
理
業
の

向
上
と
支
部
発
展
へ
今
年
度
も

力
強
い
歩
み
を
ス
タ
ー
ト
。

　

注
目
は
支
部
が
リ
ー
ド
す
る

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」。
今
秋

も
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
国

が
後
援
し
日
管
協
各
支
部
が
主

催
し
ま
す
。
京
都
府
支
部
開
催

は
毎
年
来
場
者
の
多
い
こ
と
で

知
ら
れ
、
行
政
か
ら
市
民
に
ま

で
広
く
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
11
月
３
日
（
土
）
に
四

条
烏
丸
の
「
京
都
経
済
セ
ン
タ

ー
」
内
の
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
進
行
さ
せ
る
中

心
は
次
の
よ
う
な
役
員
や
部
会

で
す
。

京
都
府
支
部　

役
員
と
部
会

○
支
部
長　

安
田
栄
慈
。
○
筆

頭
副
支
部
長　

若
林
基
道
（
支

部
長
補
佐
）。
○
副
支
部
長　

石
本
浩
治
（
行
政
連
携
・
他
団

体
推
進
部
会
担
当
）。
○
副
支

部
長　

井
上
大
介
（
広
報
・
会

員
拡
大
部
会
担
当
）。
○
副
支

部
長　

松
岡
英
樹
（
企
画
・
研

修
部
会
担
当
）。
○
事
務
局
長

　

久
保
勝
哉
。
○
副
事
務
局
長

　

杉
村
元
嗣　

上
野
浩
之　

井

上
淳
志
。（
敬
称
略
）

部
会
紹
介

○
企
画
・
研
修
部
会
○
広
報
・

会
員
拡
大
推
進
部
会
○
行
政
連

携
・
他
団
体
推
進
部
会
○
空
き

家
等
対
策
推
進
委
員
会
○
管
理

業
務
支
援
部
会

　

京
都
府
支
部
の
安
田
栄
慈
支

部
長
と
久
保
勝
哉
事
務
局
長
が

６
月
に
行
わ
れ
た
日
管
協
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
総
会
に
出
席
。
塩

見
紀
昭
日
管
協
会
長
や
太
田
卓

利
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
影
山
真

由
美
大
阪
府
支
部
長
ら
幹
部
ら

と
総
会
か
ら
懇
親
会
に
至
る
ま

で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
久
保
事
務
局
長
に
と
っ
て

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
会
は
就
任

初
の
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
、
人

事
、
交
流
を
活
か
し
て
京
都
府

支
部
活
動
に
役
立
て
る
方
針
で

す
。

公財　日本賃貸住宅管理協会　京都府支部
入会促進へ存在価値アピール
第24期通常総会開く

2024.6.18.「ホテルオークラ京都」で

活
動
環
境
づ
く
り
着
々

近畿ブロック総会に出席
中央・安田氏、右・久保氏

総会会場

安田栄慈支部長が挨拶

会場の「ホテルオークラ京都」

松岡英樹氏が活動方針を

支部活動。このメンバー中心で

京
都
府
支
部
　
今
年
も
部
会
活
動
中
心
に
展
開

京
都
府
支
部
　
今
年
も
部
会
活
動
中
心
に
展
開

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」に
全
力

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に

支
部
長
ら
と

　
久
保
新
事
務
局
長
が
初
出
番

京
都
府
支
部
ニ
ュ
ー
ス

■勉強
と
交
流
の
２
日
間

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
順
調
に

　

暑
さ
も
ピ
ー
ク
の
８
月
５
日

（
月
）
京
都
府
支
部
会
員
12
名

が
参
加
し
た
「
ベ
ン
チ
マ
ー
キ

ン
グ
」。
向
か
っ
た
の
は
神
奈

川
県
川
崎
市
川
崎
区
宮
前
町
八

―
三
に
あ
る
「
あ
な
ぶ
き
Ｐ
Ｍ

ア
カ
デ
ミ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」。

あ
な
ぶ
き
ハ
ウ
ジ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
従
業
員

育
成
施
設
で
す
。
２
０
１
９
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
う
近
代

的
な
施
設
を
３
時
間
に
わ
た
っ

て
じ
っ
く
り
見
学
し
ま
し
た
、

　

そ
の
後
は
日
管
協
神
奈
川
県

支
部
と
合
同
で
懇
親
会
。
翌
日

は
両
支
部
合
同
で
ゴ
ル
フ
へ
。

勉
強
と
懇
親
の
２
日
間
で
し
た
。

■「人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
制
度
」

注
目
！
日
管
協
が
立
案

　

業
界
で
仕
事
を
す
る
人
の
確

保
。
同
時
に
社
員
の
キ
ャ
リ
ア

継
続
な
ど
を
重
視
す
る
日
管

協
。「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
人
材
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
制
度
」
を
発
足
さ
せ
、
働

く
人
、
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
を
活
か
す
、
キ
ャ
リ
ア
を

継
続
さ
せ
る
の
両
面
で
同
制
度

へ
の
関
心
は
深
ま
っ
て
い
ま

す
。
全
国
の
１
７
４
社
が
登
録

を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
日
管
協
Ｈ
Ｐ
を
。

■関西
で
久
し
ぶ
り
の

「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」

　

今
年
12
月
5
日
（
木
）
と
6

日
（
金
）
大
阪
南
港
の
「
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
」
で
「
賃
貸
住

宅
フ
ェ
ア
２
０
２
４
年
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
賃
貸
住
宅

新
聞
・
地
主
と
家
主
が
主
催
。

2
日
で
5
千
人
の
来
場
予
想
。

（
関
連
記
事
1
、
3
面
）

みんなでベンチマーキング
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若
い
会
員
の
出
席
目
立
つ

研
修
講
師
に
奥
野
雅
裕
氏
（（
株
）
長
栄
）

　

定
期
的
に
開
く
京
都

府
支
部
の「
定
例
会
」。

集
ま
る
機
会
に
プ
ラ
ス

α
を
加
え
、「
参
加
し

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
を

感
じ
て
も
ら
お
う
と
企

画
し
た
の
が
第
二
部
の
研
修
会

で
す
。
７
月
９
日
（
火
）、
さ

っ
そ
く
定
例
会
と
研
修
会
の
第

一
回
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
企
画
で
始
ま
っ
た
定

例
会
。
集
ま
り
を
有
効
な
時
間

に
と
考
え
た
の
は
企
画
研
修
部

会
の
松
岡
英
樹
副
支
部
長
。

　

前
半
は
安
田
栄
慈
支
部
長
と

井
上
淳
志
事
務
局
長
代
理
が
主

導
し
て
①
日
管
協
総
会
②
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
の
報
告
③
11

月
開
催
の
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
④
ベ
ン
チ
マ

視点
法の （87）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

賃借人死亡の場合の賃借権の相続
賃借人が死亡した場合、賃借権はその相続人に死亡と同

時に法律上当然移転します。賃借権の相続人移転の手続きは
特に必要ではありません。相続人が相続放棄をすれば相続人
ではなくなり、賃借権の承継人にはなりません。したがって、
賃借人の死亡によって賃貸人がすべきことは相続人の確定で
あり、確定した相続人と以後の賃貸借の継続・明渡し等の話
をしなければなりません。
賃借人の相続人を死亡後に調査するのは困難です。個人

情報ということで、警察や市役所の担当者は家主といえども
教えてくれません。したがって、賃借人存命中から相続人の
有無・連絡先を聞いておくことが必要です。そのような情報
を予め収集していなかった場合は、弁護士・司法書士等の専
門家に依頼し、職務上調査してもらわなければなりません。
なお、敷金についても、賃借人死亡により返還しなくて

よくなるものではなく、賃借人の相続人との間で精算すべき
です。

　

京
都
府
支
部
会
員
の
（
株
）

都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
岡
本
慎
太
郎

社
長
）
が
50
周
年
を
迎
え
、
社

内
中
心
に
祝
賀
行
事
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
会
社
を
起
業
し

地
域
か
ら
信
頼
を
得
て
の
長
い

50
年
を
主
導
し
て
き
た
の
は
現

社
主
の
岡
本
秀
巳
氏
で
す
。
管

理
会
社
の
ト
ッ
プ
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
公
私

両
面
か
ら
活
動
展
開
で

実
績
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

50
周
年
を
機
に
重
ね

て
き
た
コ
ン
サ
ル
事
業

の
充
実
、
新
し
い
管
理

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
へ
の
挑

戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
節
目
を
迎
え
て

社
主
の
岡
本
秀
巳
氏
は

「
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー

の
開
催
よ
り
も
地
域
や
未
来
へ

の
感
謝
と
し
て
当
会
を
は
じ
め

京
都
市
、
東
福
寺
、
京
町
家
情

報
セ
ン
タ
ー
函
谷
鉾
保
存
会
な

ど
へ
寄
付
。
役
立
て
て
く
だ
さ

れ
ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。
一
方

で
同
社
が
定
期
発
行
し
て
い
る

会
社
報
「
み
や
こ
だ
よ
り
」
も

記
念
号
と
し
て
通
常
の
２
ペ
ー

ジ
か
ら
４
ペ
ー
ジ
と
し
、
50
周

年
を
迎
え
た
社
員
ら
の
抱
負
を

掲
載
。
管
理
会
社
が
長
年
の
努

力
で
迎
え
た
50
年
、
そ
の
歴
史

に
は
感
慨
深
い
も
の
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
日
管
協
・
塩
見
紀

昭
会
長
、
加
盟
団
体
代
表
か
ら

の
期
待
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
岡
本
秀
巳
社
主
は
日

管
協
活
動
に
も
注
力
し
、
初
代

京
都
府
支
部
長
の
長
田
修
氏（
日

管
協
副
会
長
）
ら
と
共
に
支
部

の
発
展

に

力

を
注
い

で
き
ま

し
た
。

岡
本
社
主
が
感
謝
の
こ
と
ば

ー
ク
の
実
施
⑤
住
宅
相
談
内
容

の
発
表
と
確
認
。
一
方
、
京
都

市
と
協
力
し
て
進
め
て
い
る

「
若
者
・
子
育
て
応
援
住
宅
」

の
推
進
へ
は
支
部
会
員
の
多
く

が
参
加
し
、
さ
ら
に
活
用
事
業

者
の
増
加
が
見
ら
れ
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
会
員
会
社
か
ら
の

事
業
内
容
の
変
化
や
新
手
法
の

紹
介
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
の
後
は
新
企
画
の
講
演
。

　
「
来
て
よ
か
っ
た
。
今
後
も

参
加
し
た
い
」
の
声
が
集
ま
っ

た
初
回
の
講
演
。講
師
は（
株
）

長
栄
の
奥
野
雅
裕
上
席
執
行
役

員
。〝
賃
貸
管
理
〟
の
全
て
を

知
り
尽
く
し
た
業
界
で
も
有
名

な
存
在
。
講
師
の
経
験
も
豊
富

で
期
待
の
熱
い
視
線
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
オ
ー
ナ
ー
と
入

居
者
に
満
足
の
い
く
管
理
を
提

供
す
る
管
理
業
務
の
施
策
に
つ

い
て
」。
長
年
の
経
験
と
実
績

を
踏
ま
え
た
話
は
大
好
評
で
し

た
。
管
理
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
実
績
か
ら
生
ま
れ
た
話
は
説

得
力
が
あ
り
、「
役
に
立
つ
話

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
管
理

業
は
奥
が
深
い
」
な
ど
の
評
価

で
し
た
。
企
画
研
修
部
会
で
は

今
後
も
〝
知
り
た
い
〟〝
学
び

た
い
〟
を
満
足
さ
せ
る
講
演
を

次
々
と
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
結
果
が
会
員
増
加
に
つ
な

が
れ
ば
と
い
う
の
が
支
部
の
期

待
で
す
。

京
都
市
と
提
携
の
事
業
順
調

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た

「
京
都
市
若
者
・
子
育
応
援
住

宅
」。
定
例
会
に
は
定
期
的
に

京
都
市
都
市
計
画
局
か
ら
担
当

者
が
出
席
し
て
官
民
協
力
型
の

事
業
説
明
と
協
力
要
請
が
あ
り

ま
す
。
６
年
度
に
入
り
、
一
般

紙
な
ど
も
進
捗
や
有
効
性
に
つ

い
て
記
事
を
掲
載
。
行
政
と
民

間
管
理
会
社
が
一
体
で
京
都
市

民
へ
向
け
て
定
住
を
誘
発
さ
せ

る
期
待
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
事

業
参
加
の
管
理
会
社
へ
の
期
待

も
大
き
い
。

　

５
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
新

年
度
事
業
が
進
捗
中
。
今
秋
か

ら
年
末
に
か
け
て
の
成
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
経
年
劣
化
し
た

市
営
住
宅
を
管
理
会
社
が
主
導

し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
再
生
し

て
賃
貸
。
賃
料
も
周
辺
と
比
較

し
て
低
め
。
市
民
の
市
外
流
出

を
防
ぐ
に
は
効
果
的
と
さ
れ
管

理
会
社
の
果
た
す

社
会
的
役
目
は
大

き
い
。

　

新
年
度
は
伏
見

区
や
右
京
区
の
市

営
住
宅
の
活
用
。

す
で
に
６
月
４
日

か
ら
28
日
ま
で
活

用
事
業
者
募
集
を

行
い
ま
し
た
。
国

交
省
も
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
捗
に

は
補
助
を
実
施
。

７
月
に
入
っ
て
参

加
事
業
者
や
住
宅

地
名
が
発
表
さ

れ
、
支
部
会
員
の

参
加
も
目
立
ち
ま

す
。
次
号
で
さ
ら

に
事
業
制
度
の
進

捗
状
況
と
事
業
者

名
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

都ハウジングが創業 50 周年

都ハウジング本社

　

い
つ
も
の
定
例
会
に
比
べ
て
女
性
と
若
手
会
員
の
参
加
が

目
立
ち
ま
し
た
。
今
回
か
ら
２
部
制
の
定
例
会
と
な
り
公
的

発
表
や
行
事
連
絡
の
後
、
講
演
を
実
施
。
そ
の
第
一
回
を
会

員
の
奥
野
雅
裕
氏
（（
株
）
長
栄
）
が
〝
管
理
業
〟
に
つ
い
て

自
社
を
例
に
そ
の
奥
深
さ
を
資
料
を
示
し
つ
つ
話
し
ま
し
た
。

京
都
府
支
部
ニ
ュ
ー
ス

■「管
理
部
」
京
成
ビ
ル
に
新
設

三
協
（
株
）

　

日
管
協
京
都
府
支
部
長
の
安

田
栄
慈
氏
が
社
長
の
三
協
株
式

会
社
（
〒
６
０
５
―
０
０
０
５

京
都
市
東
山
区
三
条
大
橋
東
三

町
目
八
）
が
今
春
か
ら
隣
接
す

る
「
京
成
ビ
ル
４
階
」
に
管
理

部
を
新
設
、
移
転
し
て
業
務
を

始
め
ま
し
た
。

　

管
理
戸
数
の
増
加
や
社
員
増

で
対
処
。
管
理
部
の
移
転
先
は

〒
６
０
５
―
０
０
０
５
、
京
都

市
東
山
区
三
条
大
橋
東
三
丁
目

六
番
地
、
京
成
ビ
ル
４
階
。
電

話
番
号
は
０
７
５
＝
７
６
１
＝

３
２
０
０
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
＝

７
６
１
＝
３
２
６
６
で
す
。
京

成
ビ
ル
は
本
社
に
隣
接
し
た
ビ

ル
の
4
階
。
京
阪
本
線
三
条
駅

か
ら
徒
歩
５
分
。
市
営
地
下
鉄

東
西
線
東
山
駅
か
ら
す
ぐ
で
す
。

岡本秀巳社主

第24期　京都府支部定例会⃝

会
員
の
「
勉
強
し
た
い
」
に
応
え
て

⃝
進
化
す
る
管
理
業
務
の
内
容
を
解
説

講演する奥野雅裕氏

会場に集まった支部会員

市
営
住
宅
の
再
生
、賃
貸

住
宅
相
談　
継
続
し
て
担
当

「
京
（
み
や
こ
）
安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」

　

京
都
市
と
協
力
し
て
ず
っ
と
続
け
て
き
た
「
住
宅
相

談
」
は
今
年
度
も
継
続
。
市
民
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

場
で
す
。
相
談
の
場
以
外
、
各
種
の
住
宅
情
報
発
信
の
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
市
で
は
市
民
へ
「
い
つ
で
も

相
談
Ｏ
Ｋ
で
す
」
と
次
の
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

●
住
ま
い
探
し
や
リ
ホ
ー
ム
な
ど
、
幅
広
い
相
談
。

●
信
頼
で
き
る
地
元
事
業
者
の
紹
介
。
●
併
用
可
能
な

補
助
金
な
ど
の
案
内
。
既
存
住
宅
に
関
す
る
こ
と
全
て

を
相
談
で
き
ま
す
。
京
（
み
や
こ
）
安
心
住
ま
い
セ
ン

タ
ー
（
京
都
市
住
宅
供
給
公
社
）
▼
電
話　

０
７
５
―

７
４
４
―
１
６
７
０
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）
▼
休
館
日　

水
曜
日
・
祝
日
・
第
３
火
曜
日
及

び
年
末
年
始
▼
住
所　

〒
６
０
０
―
８
１
２
７
京
都
市

下
京
区
西
木
屋
町
通
上
ノ
口
上
る
梅
湊
町
83
番
地
の
１

（
河
原
町
五
条
下
る
東
側
）「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京

都
」
地
下
１
階

お詫びと訂正
　Vol40号５面「法の視点」の後半、〝司法書士に依頼たいしてください〟
は校正ミスで正しくは〝司法書士に依頼して解決してください〟が正解で
す。お詫びして訂正します。
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賃
貸
管
理
業
を
舞
台
に
Ｉ
Ｔ

関
連
事
業
と
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事

業
を
融
合
、
不
動
産
業
全
体
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
先
導
し
よ

う
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
が

設
立
し
た
Ｉ
Ｔ
・
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
推
進
事
業
者
協
議
会
（
荒
井

康
友
会
長
）
は
７
月
９
日
、
今

年
度
の
第
１
回
定
例
会
を
大
阪

で
開
催
し
ま
し
た
。
不
動
産
テ

ッ
ク
関
連
な
ど
の
特
別
会
員
６

社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
最
新
技
術
・

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
披
露
、
協

議
会
会
員
に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン

し
た
の
に
続
き
、
定
例
会
内
で

即
席
の
名
刺
交
換
会
を
実
施
、

賃
貸
管
理
事
業
の
高
度
化
を
目

指
そ
う
と
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
輪
が
た
ち
ま

ち
広
が
る
な
ど
、
新
年
度
初
回

目
か
ら
熱
量
膨
ら
む
定
例
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
は
、
高
尾
友
喜
副
会

長
の
司
会
で
進
行
。
開
催
に
先

立
ち
荒
井
会
長
が
、「
５
年
ぶ

り
ぐ
ら
い
の
来
阪
で
す
が
、
い

つ
も
大
阪
の
勢
い
を
感
じ
る
。

お
昼
を
い
た
だ
い
た
（
ミ
ナ
ミ

の
カ
レ
ー
老
舗
の
）『
自
由
軒
』

も
外
国
人
で
い
っ
ぱ
い
で
、
お

店
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
１
割
ぐ
ら

い
の
英
語
で
さ
ば
い
て
る
姿
と

か
を
見
て
凄
い
な
と
思
っ
た
」

「
駅
の
改
札
に
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
の
を
見
て
び
っ
く

り
。
お
そ
ら
く
来
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
開
催
に
向
け
て
な
の

か
と
思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
や
っ
ぱ
り
凄
い
な
と
感
じ

た
」
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

　

10
月
12
日
土
曜
日
に
ま
ず
和

歌
山
県
支
部
が
開
催
。
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
駅
前
の
和
歌
山
Ｊ
Ａ
ビ
ル

「
和
ホ
ー
ル
」
で
午
前
10
時
か

ら
、
池
本
洋
一
リ
ク
ル
ー
ト
Ｓ

Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
編
集
長
ら
を
招
き
、

賃
貸
不
動
産
市
場
の
動
向
や
今

後
の
商
品
づ
く
り
な
ど
の
ヒ
ン

ト
を
提
示
す
る
予
定
で
す
。
翌

週
の
日
曜
日
20
日
は
兵
庫
県
支

部
。
神
戸
・
三
宮
の
神
戸
市
中

央
文
化
セ
ン
タ
ー
10
階
会
議
室

で
対
面
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
方
式
で
開
催
、
賃
貸
住
宅

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
探
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
翌
週
27
日
の
日
曜
日

に
は
奈
良
県
支
部
と
滋
賀
県
支

部
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
奈
良

県
支
部
は
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
の

ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
午
後
１
時

か
ら
。
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
制
度
や
省
エ
ネ
性
能
表
示
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
へ
の
対
応

な
ど
全
国
共
通
テ
ー
マ
の
解
説

に
続
き
、
能
登
半
島
地
震
で
記

憶
に
新
し
い
自
然
災
害
に
備
え

て
過
去
の
震
災
で
得
ら
れ
た
教

訓
と
対
処
・
対
策
を
示
す
予
定

で
す
。
滋
賀
県
支
部
は
午
後
１

時
30
分
か
ら
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
前
の

草
津
市
立
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で

開
催
、
新
し
い
法
制
度
へ
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
検
討
・
提
示

し
ま
す
。

　

京
都
府
支
部
は
11
月
２
日
土

曜
日
に
、
四
条
烏
丸
の
京
都
経

済
セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年
同
様
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
。
大

阪
府
支
部
は
12
月
５
、
６
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
大
阪
・
南
港

の
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
最
大
級
の
「
賃
貸

住
宅
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
大
阪
」
に
出

展
す
る
予
定
で
す
。『
実
の
あ

る
講
座
』
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
〝
実
り
の
秋
〟
を
実
感
し

て
く
だ
さ
い
。

９
月
３
日
～
５
日
に

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
実
施

兵
庫
県
･
奈
良
県
両
支
部

　

兵
庫
県
支
部
（
松
本
智
支
部

長
）
と
奈
良
県
支
部
（
小
西
克

美
支
部
長
）
が
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

を
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
９

月
３
日
、
４
～
５
日
の
日
程
で

す
。
兵
庫
県
支
部
が
仙
台
・
今

野
不
動
産
（
今
野
幸
輝
社
長
）

の
協
力
で
東
日
本
大
震
災
復
興

の
取
り
組
み
を
、
奈
良
県
支
部

が
京
都
・
宮
津
や
丹
後
の
舟
屋

な
ど
を
視
察
し
ま
す
。

な
が
ら
あ
い
さ
つ
。
名
刺
交
換

会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

も
踏
ま
え
て
「
動
画
開
催
も
い

い
が
、
や
は
り
リ
ア
ル
開
催
の

機
会
を
上
手
く
活
用
し
て
い
き

た
い
」
と
続
け
ま
し
た
。

　

大
阪
開
催
と
あ
っ
て
日
管
協

大
阪
府
支
部
の
影
山
真
由
美
支

部
長
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
荒

井
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
影
山
支

部
長
が
応
答
。「
不
動
産
業
界

に
入
っ
た
こ
ろ
は
朝
か
ら
晩
ま

で
働
き
通
し
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

に
勤
め
て
お
り
ま
し
て
」
と
ユ

ー
モ
ア
で
お
返
し
し
、「
Ｉ
Ｔ

特
有
の
横
文
字
が
並
ぶ
と
苦
手

意
識
が
出
て
し
ま
う
が
、（
人

口
減
少
で
）
働
き
手
が
減
っ
て

い
く
こ
れ
か
ら
は
、
作
業
時
間

を
減
ら
せ
る
事
業
や
オ
フ
ィ
ス

づ
く
り
が
必
要
だ
と
実
感
し
て

い
る
」
と
し
、
Ｉ
Ｔ
技
術
積
極

導
入
に
よ
る
効
率
化
へ
、
Ｉ
Ｔ

シ
ェ
ア
協
の
活
動
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

　

定
例
会
は
３
部
制
で
、
１
部

で
特
別
会
員
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

と
名
刺
交
換
会
を
実
施
。
２
部

で
は
協
議
会
に
設
け
た
「
デ
ー

タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」「
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」「
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成

支
援
」
の
３
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）が
活
動
を
報
告
。

榎
和
志
、
廣
瀬
一
寛
、
鈴
木
伸

哉
の
３
Ｗ
Ｇ
各
部
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　

３
部
で
は
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

×
賃
貸
管
理
で
収
益
化
」
を
テ

ー
マ
に
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
貸
し
方

と
し
て
、
①
Ｅ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
や
シ
ェ
ア
パ
ー
キ
ン

グ
を
通
じ
て
地
域
交
通
問
題
解

決
に
も
当
た
る
ａ
ｋ
ｉ
ｐ
ｐ
ａ

（
ア
キ
ッ
パ
）
②
賃
貸
契
約
者

が
帰
宅
し
な
い
日
は
家
賃
を
そ

の
分
差
し
引
く
家
具
付
き
賃
貸

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
急
成
長
す

る
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｏ
（
ユ
ニ
ッ
ト
）

―
―
の
２
社
の
最
新
事
例
を
ア

キ
ッ
パ
の
井
上
直
登
執
行
役
員

Ｃ
Ｐ
Ｏ
と
ユ
ニ
ッ
ト
の
近
藤
佑

太
朗
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

・
発
表
し
ま
し
た
。

　

毎
秋
恒
例
の
日
本
賃
貸
住
宅

管
理
協
会
「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」。
近
畿
６
府
県
支
部
も

独
自
趣
向
で
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
資
産
管
理
賃
貸
経
営

に
「
な
に
が
必
要
な
の
か
」
解

き
明
か
し
深
掘
り
し
ま
す
。
と

り
わ
け
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
時

代
の
変
化
に
対
応
し
て
〝
勝
ち

家
主
〟
に
な
ろ
う
」。
挑
む
は

ま
さ
に
「
ど
真
ん
中
ス
ト
レ
ー

ト
勝
負
」。
必
見
の
セ
ミ
ナ
ー
に

な
る
予
定
で
す
。（
１
面
参
照
）

賃貸住宅管理業法
よくある質問、分かりやすく

国交省がＦＡＱ集
　国土交通省は「賃貸住宅管理業法
ＦＡＱ集」をまとめています。賃貸
住宅そのものや受託管理、サブリー
ス、登録申請など賃貸住宅管理全般
と業法に関する用語や疑問とその回
答を網羅しています。生成AIを使
ったチャット形式で質問に一発回
答。今年3月31日に更新しました。
手元においていて損はありません。
閲覧・ダウンロードＵＲＬは、国交
省 https://www.mlit.go.jp/tochi_
fudousan_kensetsugyo/const/
content/ 001417157_240708.pdf

◇
　国交省は、賃貸住宅管理業法全
般についてフローで見やすく解説
した「賃貸住宅管理業法ポータル
サイト」も開設しています。登録
の流れもひと目で分かるほか、ハ
ンドブックや法令リンク・制度概
要なども網羅し非常に見やすくな
っています。ＵＲＬは、https://
www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_
kensetsugyo/pm_portal/faq.html

日　時 【開催支部】場所・内容

10月12日（土）
10:00～12:00

【和歌山県支部】和歌山ＪＡビル「和ホール」
●和歌山の賃貸不動産の動向についてＳ
ＵＵＭＯ編集長・池本氏と副編集長の佐々
木氏２名が講演

10月20日（日）
14:00～17:00

【兵庫県支部】神戸市中央文化センター
1001 号室（ハイブリッド）
●１部でトピックス解説、２部でセミナー「賃
貸住宅のSDGsへの取り組み」

10月27日（日）
13:00～15:00

【奈良県支部】ホテル日航奈良「飛天」
●第１部で共通演題、第２部で「過去の
震災における教訓」を仙台・今野不動産
社長が解説

10月27日（日）
13:30～16:30

【滋賀県支部】草津市立市民交流プラザ
未定

11月２日（土）
14:00～16:30

【京都府支部】京都経済センター（ハイ
ブリッド）
未定

12月５、６日
（木、金）

10:00～17:00

【大阪府支部】 インテックス大阪
●「賃貸住宅フェア in 大阪」に出展。業者
向け・オーナー向けセミナー 4 本など開催予定

※開催日時順に掲載。

Ｉ
Ｔ
シ
ェ
ア
協
、大
阪
で
定
例
会

高
度
化
へ
熱
量
膨
ら
む

近
畿
各
地
で｢

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー｣

開
催

10
月
12
日
～
12
月
６
日
、６
会
場
で

　

 

テ
ー
マ
は「
勝
ち
組
家
主
」に

写真上から、熱量高いＩＴ
シェア協の名刺交換会
のもよう。同中はあいさつ
する荒井会長、同下は影
山大阪府支部長
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AfterAfterAfterAfter

BeforeBefore

短工期短工期

解体しないので解体しないので

低価格低価格

部分補修が可能なので部分補修が可能なので

6,000室6,000室

年間施工実績年間施工実績

サイズフリーサイズフリー

極小・変形浴室対応極小・変形浴室対応

管理会社様必見！改修費用をおさえたい 空室期間を短縮したい

埼玉･名古屋に

営業所新設！

埼玉･名古屋に

営業所新設！
関西･関東･東海の

サービス充実 ! !

関西･関東･東海の

サービス充実 ! !

◆ 大阪本社　　　大阪市浪速区　　TEL：06-4392-8626

◆ 埼玉営業所　　埼玉県和光市　　TEL：048-423-9674

◆ 関東支店　　　東京都大田区　　TEL：03-6459-6526

◆ 京都営業所　　京都市南区　　　TEL：075-661-8626

◆ 名古屋営業所　名古屋市東区　　TEL：052-982-8626

浴 室 リ フ ォ ー ム

https://bsd.ecobath.com/バスシステムデザイン 検索

「施工実績」と「役立つ情報」更新中 ！
Instagram写真見積・現地調査無料

 info@ecobath.com



　

越
野
さ
ん
が
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
大
家
さ
ん
」
に
な
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
物
件
管
理

業
務
で
付
き
合
い
の
あ
っ
た
法

人
オ
ー
ナ
ー
か
ら
、「（
50
㎡
ほ

ど
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

を
）『
売
ろ
う
と
思
う
が
買
っ

て
み
な
い
か
』
と
冗
談
交
じ
り

に
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
」
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
お
よ
そ
20

数
年
前
の
こ
と
で
、
不
動
産
市

場
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、

一
部
で
見
ら
れ
た
〝
ミ
ニ
・
バ

ブ
ル
〟
現
象
を
除
き
低
迷
続
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
取
得
費

も
割
安
。「
貯
蓄
の
半
分
ほ
ど

を
切
り
崩
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
」

購
入
し
た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
負
債
ゼ
ロ
で
す
。

　
「
値
段
も
そ
れ
な
り
の
お
手

頃
」
だ
っ
た
と
は
い
え
や
は
り

不
動
産
。
１
０
０
０
万
円
超
は

す
る
高
額
な
買
い
物
に
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
一
種
の
冒
険

で
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
せ
っ
か
く
の
き
っ

か
け
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

や
ろ
う
」
と
踏
み
出
し
た
と
い

い
ま
す
。
業
務
で
身
に
付
け
て

い
た
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ
く

勝
算
あ
っ
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

し
た
。

　

越
野
さ
ん
は
そ
の
後
、
大
阪

市
内
、
神
戸
市
内
で
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
住
戸
を
相
次
ぎ
取

得
、
自
主
管
理
物
件
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
全
部
が
一

括
購
入
。「
お
金
の
か
か
る
趣

味
と
か
な
く
、
基
本
的
に
最
小

限
の
生
活
だ
っ
た
の
で
貯
蓄
は

結
構
あ
っ
た
」。
超
低
金
利
下

で
の
『
貯
蓄
か
ら
投
資
』
の
体

現
で
す
。

　

空
室
リ
ス
ク
へ
の
対
処
も
織

り
込
み
済
み
。
取
得
物
件
は
す

べ
て
「
立
地
が
よ
く
家
賃
（
設

定
）
さ
え
何
と
か
す
れ
ば
（
空

室
を
）
埋
め
る
自
信
は
あ
り
ま

し
た
」。
ま
さ
に
勝
算
あ
り
。

賃
貸
市
場
と
管
理
業
務
の
本
質

を
知
り
得
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

物
件
選
び
と
、
そ
の
目
利
き
力

の
発
揮
で
す
。
５
年
前
に
は
融

資
を
受
け
て
築
30
年
ほ
ど
の
軽

量
鉄
骨
建
て
ア
パ
ー
ト
１
棟
を

取
得
、
大
家
業
へ
と
さ
ら
に
踏

み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

経
営
状
況
も
「
空
き
が
出
て

も
す
ぐ
に
埋
ま
り
ま
す
し
順
調

で
す
」。
利
回
り
も
実
質
８
％

で
、
や
は
り
「
安
く
仕
入
れ
ら

れ
た
こ
と
が
大
き
い
」。
そ
の

う
え
で
、
こ
う
も
付
け
加
え
て

い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
収
益
目

的
で
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
う

の
は
難
し
く
な
る
」
と
。

　

ま
ず
中
古
も
含
め
不
動
産
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
、
日

銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
解
除
し

金
利
の
あ
る
時
代
に
戻
っ
た
こ

と
か
ら
、
物
件
取
得
の
ハ
ー
ド

ル
が
上
が
る
う
え
、
金
利
の
上

昇
で
利
回
り
が
圧
迫
さ
れ
る
な

ど
経
営
環
境
も
変
化
、「
転
換

期
に
差
し
掛
か
っ
た
」
と
見
立

て
て
、「
ち
ゃ
ん
と
し
た
事
業

と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
難
し

い
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
な
ん
と

な
く
『
儲
か
り
そ
う
だ
か
ら
不

動
産
投
資
を
』
と
い
う
（
安
易

な
）
考
え
で
借
り
入
れ
し
て
ま

で
動
く
の
は
ダ
メ
で
す
。
そ
ん

な
簡
単
な
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
」。
さ
ら
に
「
よ
く
『
収
益

不
動
産
を
持
っ
て
て
羨
ま
し
い

ね
』
と
言
わ
れ
た
り
す
る
ん
で

す
が
、『
打
ち
出
の
小
槌
じ
ゃ

な
い
、
ち
ゃ
ん
と
事
業
と
し
て

や
っ
て
る
』
と
は
っ
き
り
返
し

ま
す
」

　

越
野
さ
ん
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
方
に
も
し
勧
め
る
と
す
れ

ば
、
自
主
運
営
を
念
頭
に
予
算

・
経
費
な
ど
事
業
計
画
が
き
っ

ち
り
し
た
事
業
を
」
と
自
覚
を

促
し
「
賃
貸
管
理
業
界
で
知
識

・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
う
え
で

踏
み
込
む
べ
き
」
だ
と
結
ん
で

い
ま
す
。

　

レ
イ
バ
ー
ラ
ン
ド
が
京
都
市

右
京
区
内
で
建
設
中
だ
っ
た
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
レ
ジ
デ
ン
ス
西
院
Ⅱ
」
が
６

月
に
竣
工
し
ま
し
た
＝
写
真
。

同
エ
リ
ア
内
で
２
棟
目
の
自
社

所
有
物
件
で
全
室
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
～
２
人
向
け
と
入
居
の
間

口
を
広
げ
る
一
方
、
ペ
ッ
ト
可

・
24
時
間
ゴ
ミ
出
し
対
応
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
付
帯
と
と
も
に
、

自
社
所
有
を
生
か
し
た
低
め
の

賃
料
設
定
で
、
主
に
社
会
人
若

年
層
需
要
の
掘
り
起
こ
し
と
長

期
入
居
に
耐
え
得
る
商
品
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
所
在
地
は
阪
急
京
都
線

西
院
駅
か
ら
徒
歩
８
分
の
右
京

区
西
院
南
井
御
料
町
２
。
木
造

３
階
建
て
総
14
戸
。
①
24
時
間

換
気
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
全

戸
高
気
密
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
②
ペ
ッ
ト

居
住
可
③
高
吸
音
効
果
天
井
材

使
用
に
よ
る
防
音
性
の
引
き
上

げ
④
Ｉ
Ｈ
３
口
ビ
ル
ト
イ
ン
コ

ン
ロ
Ⅰ
型
キ
ッ
チ
ン
⑤
24
時
間

ゴ
ミ
出
し
可
能
⑥
充
実
収
納
ク

ロ
ゼ
ッ
ト
―
な
ど
の
ほ
か
全
戸

１
台
分
の
無
料
駐
輪
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
の
減
少
に
歯
止
め
が

掛
か
ら
な
い
京
都
市
固
有
の
問

題
が
あ
る
中
、
単
身
者
向
け
ワ

ン
ル
ー
ム
賃
貸
は
供
給
過
多
状

況
に
あ
る
と
い
い
、
賃
料
改
定

時
に
依
然
デ
フ
レ
圧
力
が
掛
か

る
な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。
同
社
は
供
給
例
が
少
な

い
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
採
用
。
単
身
か

ら
２
人
居
住
社
会
人
ま
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
を
広
げ
入
居
需
要
の

掘
り
起
こ
し
図
る
こ
と
で
「
繁

忙
期
以
外
の
月
で
も
入
居
が
見

込
め
る
」
と
い
い
ま
す
。

　

機
能
・
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
、

小
型
犬
・
猫
２
匹
ま
で
飼
育
可

と
し
、
吸
音
効
果
の
高
い
天
井

材
を
使
用
、
生
活
音
ト
ラ
ブ
ル

解
消
に
つ
な
げ
た
ほ
か
、
キ
ッ

チ
ン
に
単
身
向
け
賃
貸
で
は
珍

し
い
３
口
コ
ン
ロ
を
導
入
、
入

居
者
の
調
理
の
幅
が
広
が
る
よ

う
な
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
も
指
定
曜
日
に
と
ら
わ
れ

ず
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど

の
差
別
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
間
取
り
・
機
能
・

サ
ー
ビ
ス
を
そ
ろ
え
た
う
え
で

「
賃
料
も
近
隣
に
比
べ
低
く
設

定
し
た
」
と
同
社
の
岡
副
克
彦

部
長
が
言
う
よ
う
に
自
社
所
有

の
利
点
を
生
か
し
て
価
格
優
位

性
も
打
ち
出
し
ま
し
た
。「
入

居
者
に
魅
力
あ
る
物
件
だ
と
認

識
・
納
得
し
て
も
ら
い
、
長
く

入
居
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前

提
に
商
品
化
」
し
て
い
ま
す
。

岡
副
部
長
は
「
こ
の
物
件
で
実

績
を
積
む
こ
と
で
、
オ
ー
ナ
ー

へ
の
新
た
な
物
件
提
案
に
も
つ

が
る
」
と
先
を
見
据
え
ま
す
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
兵
庫
県
支
部
事
務
局
長
で
ハ
ウ
ス
プ

ロ
メ
イ
ン
勤
務
の
越
野
芳
明
さ
ん
は
、
大
阪
・
神
戸
市
内
で
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
や
４
戸
建
て
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
自
ら
保
有
・

経
営
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
家
さ
ん
」
と
し
て
の

顔
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
越
野
さ
ん
は
そ
の
立
場
か
ら
不
動
産

投
資
へ
の
昨
今
の
安
易
な
考
え
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、「
も

し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
収
益
物
件
に
投
資
し
オ
ー
ナ
ー
業
を
営

む
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
賃
貸
管
理
業
界
に
入
り
経
験
を
積
ん
で
市

場
を
理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
だ
と
話
し
ま
す
。

日管協近畿・各支部等スケジュール
９・１ ｢日管きんき｣ 発行

３ ベンチマーク（兵庫第２回研修
会。於：仙台）

４ ベンチマーク（奈良県。於：宮
津 ～５日）

10 支部幹事会・定例会（京都）
～18 賃貸不動産経営管理士５問免除

講習
27 近畿Ｂ幹事会（兵庫）
● 支部第２回定例会（大阪）

10・２ 親睦ゴルフコンペ（近畿）
12 住環境向上セミナー（和歌山）
20 住環境向上セミナー（兵庫）
23 ソフトボール大会（近畿）
27 住環境向上セミナー（奈良）

住環境向上セミナー（滋賀）
11・２ 住環境向上セミナー（京都）

12 ｢日管協フォーラム｣（東京・
明治記念館）

17 賃貸不動産経営管理士試験
12・３ 近畿Ｂ幹事会（和歌山）

４ ゴルフコンペ（大阪）
５ 住環境向上セミナー（大阪。「賃

貸住宅フェア 2024in 大阪｣ に
出展 ～６日）

１・１ ｢日管きんき｣ 発行　
24 近畿Ｂ幹事会（京都）
● 第４回定例会･賀詞交歓会（大阪）

２・27 近畿Ｂ幹事会（滋賀）
※�京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す

まいの相談・ちんたい住宅相談」。
※●は未定を含む。
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誌上ベンチマーク
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 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（（株）ＴＡＫＵＴＯ内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：osaka-bo@jpm.jp

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：hyogo.jpm@gmail.com

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8492 京都市下京区月鉾町 62 番地
住友生命京都ビル 8 階（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp https://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

経験者の助言効果あり
　本社を金沢に置く（株）
クラスコの小村典弘社長へ
近畿ブロックでの講演前に
地元、能登地震について尋
ねると「怖かったです」と
一言。日管協の支部は北海道から九州沖縄ま
であり、日常から地震災害の当事者、被災地
になります。東北、熊本、北陸と大地震が続き、
その経験を当事者である会員が全国の管理会
社に体験として伝え、災害対策を機会あるご
とに発言しています。

　近畿ブロックに属する京都府支部では行政、他団
体推進部会が中心に日頃から行政の災害担当部門と
連携して会議を重ねています。災害時における賃貸
住宅型応急住宅の提供について会議や対話機会を設
け、スムーズに対応できるよう意見交換をしています。
　こうした地元行政との協議のほか、日管協各支部
の災害対応時の行動を情報や資料を入手し活かして
いく考えです。

　日管協本部のまとめによると相続支援コンサル
タントが在籍する日管協企業は全国で 1056 社。
オーナーを守る役割は大きく、貴重な人材です。
相続に関したセミナーは企業単位でも行われ、管
理戸数増加の中でその存在は会社の信用になりま
す。それほどに相続支援コンサルタントは大事な
存在です。京都府支部 38 社、兵庫県支部 29 社、

大阪府支部 41
社、滋賀県支
部８社、和歌
山 県 支 部 ４
社、奈良県支
部３社（日管
協 発 表 ）。 各
社は大小のイ
ベ ン ト を 開

き、そこでのコンサル支援はオーナーとの強い接
点となり、企業として信頼へ結びついています。
　日管協もコンサルタント講座を実施、管理物件
増を目指したリモート講習も行っています。講習
への問い合わせは日管協ホームページへ。

住みたいタワマンだが… 
大規模災害への新管理力
　林立するタワマン。ゴジラ映画以外でタワマン
の大規模災害は見たことがありません。タワマン
居住での災害当事者になるなど、想像しただけで
もごめんです。長谷工総研が発行している CRI
誌記事に防災対策への方向性について掲載が─。
これはタワマン居住者関係者が是非読んでおきた
いと思う内容です。タワマンにおける地震などの
大災害はまだ未体験であり、想像の世界あるのみ
ですが、この特集は改めてここでの新しいコミュ
ニティ管理の重要性、役割を認識させてくれま
す。普段何気なく見ているタワマンですが、改め
て多くの居住課題へイメージが働きます。

編集後記編集後記  ��
　都市特性ランキングで大阪市が４年連続して第
１位に――森ビル系のシンクタンク、森記念財団
都市戦略研究所（東京・港）が、経済状況や文化
・交流、「住みやすさ」といった６分野について分
析した「日本の都市特性評価」2024 年版の結果
です。今夏、発表されました。▼それだけの都市
力があるというのでしょう。嬉しい外からの評価
です。ただ、コンパクトで便利で賑わいもありま
すが、如何せん緑が少ない…と思っていたら大阪
駅直結、都心の超一等地に広大な公園ができるで
はありませんか。その破壊力たるや！（いい意味
で）半端なし。ここから未来が開けそうです。

参加者が心地よい緊張を 参加者が心地よい緊張を 
共有できる場に共有できる場に
　この夏、大阪「ワシントンホテル」で行われ
た日管協近畿ブロックの総会が近年にない大変
な盛り上がりでした。太田卓利ブロック長が出
席者増を目標にダイナミックな演出が成功した
ものと思います。ゲストもテーマも多彩で会場
はどの場面も緊張に満ちて〝いい感じ〟で統一
されていました。
　登場したどの人の話も個性的。特に塩見紀昭
会長の話は面白く、公私を使い分けて結果的に
言いたいことをきちんと伝える講演上手。タイ
ムオーバーしても許されます。これもキャリア
ですか─。きっちり「メンテナンス主任者資格
取得」の重要性を伝えていました。
　人が育っているのを確認できるのも総会ならで

はの機会です。日管協本部事務局
の石井信也課長は数年前と比較し
て話術はうまくなり、退屈させない
メリハリの効いた司会ぶりでした。
　この日表彰されたのは（株）フ
ジヤマの松本時康社長です。近畿
ブロックの広報を担当、長年広報
誌発行を支え今も続行中。知る人
ぞ知るの存在で、組織が成長する時、必ずこういう人
の支えがあります。この間、松本氏は社長に就任、ガ
ンバッテクダサイ。影山真由美大阪府支部長から記念
品が手渡され、大きな拍手に包まれ感動の場面でした。
　近畿ブロックのイベントも回を重ねる毎に成長を発
見、これらが会員の自信につながります。特に今回の
総会はゲストの多彩さ、講師と講演内容の充実。太田
卓利近畿ブロック長の超前向きな積極性が反映したリ
アリティ 100％の会場構成でした。詳しくは前面で

●頼られる存在に昇格
●近畿B　在籍企業が増加

相続支援コンサルタント

お知らせ
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右から塩見会長、太田近畿
ブロック長、佐野事務局長、
影山大阪府支部長

本格的な防災会
議も行われました

全
会
員
が
災
害
対
策
へ
熱
視
線

JPM information令和 6 年（2024 年）9 月 1 日 Vol. 41 日管きんき〈8〉

関西支部

総括契約
（家財保険）少額短期保険

賃貸住宅
修繕共済

•入居者への価値提供
•新事業・新商品の開発
•会員企業の発展
•地域社会の貢献

•家財保険
•修理費用保険
•借家人賠償責任保険
•個人賠償責任保険

•保険契約者～管理会社
•被保険者～入居者

•掛金～全額経費計上可能
•国土交通大臣認可取得

安心保険プラス
Ⅲスーパー

入居者・オーナー様・不動産仲介・管理
会社様に推進する有益な各種サービス

会員企業数2,000社
総店舗数3,500店舗

不動産管理会社が保険
契約者となる契約方式
の家財保険

賃貸住宅の大規模修繕
工事費用の積立制度

全管協れいわ損
害保険株式会社

全国賃貸住宅
修繕住宅共済
協同組合　

全管協少額短期
保険株式会社

お問い合わせは

zenkan_kansa i@ ren tax . co . j p

全管協 01 02 03
全国賃貸管理ビジネス協会
＋関連協力企業・団体


